
aa
aa

a'a'

a'a'

2

CONTENTS

T h e  S t u d y  o f  N o n w r i t t e n  C u l t u r a l  M a t e r i a l s

2006.12

No.14

表
紙
写
真
説
明

�

六角橋商店街（横浜市神奈川区）�
神奈川大学に関わる人たちにとっては、もっとも馴染みのあるエリア、六角橋商店街の空からの景観。この

商店街の一画は終戦直後のヤミ市からそのまま発展したと言われている。空から見てみると、たしかに一本

の細い道（写真中a─ a'）をはさみ両側に店がつづく細長い長方形の地域は、周囲とどこかその趣を異にした
ブロックとなっている。現在アーケードが設けられ、細い道はきれいに舗装されているが、15年ほど前まで
はほとんどが土の道で、その中央に溝が一本走り、そこにフタがしてあった記憶がある。写真右下に示した

のは、その地割図（神奈川区役所蔵の図をトレース）。道に沿って短冊状に店割がつづく実際の景観と違い、

かなり不規則な所有や分割のあり方がうかがえる。図中 a、a'の筋が写真 a─a'と同じく細い道になるのだが、
図でわかるように同一地目で貫通しているわけではない。見かけの景観とは違う形の占有や地目変更のあゆ

みがあるのだろう。2006年10月撮影。� （香月　洋一郎）�
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